
 

 

 

１ 定着状況についての概要 

６年 
〇基礎は目標値を上回っているが、活用は目標値を下回ってい

る。 

〇全体的にみると目標値よりも上回っている項目が多いが、区

の平均より下回っている。 

７年 
〇身近で簡単な表現、文字の認識、語句の意味理解、音声の聞き

取りはおおむね目標値を超えている。 

８年 
〇語形や語法の知識が定着しておらず、目標値を下回る結果と 

なった。場面に合わせた英作文についても課題がある。 
９年 

〇おおむね目標値と同程度の数値となっているが、長文の読み

取りの正答率が目標値を下回っている。 

 

 

２ 具体的な課題 

６年 
〇アルファベットの読み取り、聞き取りに課題がある。 

〇会話から情報を聞き取ることに課題がある。 
７年 

〇例文を参考にしながら、自分のことについて簡単な語句や基

本的な表現を用いて書くことに課題がある。 

８年 
〇文法的な知識が不足していることで、英語を書くことや読み

取ることが十分にできていない。 
９年 

〇内容理解の項目が大きく目標値を下回っており、長文の中か

ら必要な内容を読み取ることに課題がある。 

 

 

３ 課題の原因として考えられること 

６年 
〇似ている発音のアルファベットを間違えて覚えている。 

〇会話文でよく使われる否定の表現についての理解が足りてい

ない。 

７年 
〇例文を参考にして、場面に応じた語句を正しい英語の語順で

書くトレーニングが不足していると考えられる。 

８年 
〇繰り返し反復する習慣がなく、自宅での学習も不十分である

こと。授業で文法事項を反復することが不十分であった。 
９年 

〇長文読解へ苦手意識をもつ生徒が多いことに加え、答えるた

めに必要な内容の文章を理解できていない場合が多い。 

 

 

４ 課題解決のための方策 

６年 
〇Phonics の練習に重きを置いているが、より多くアルファベ

ットに触れる機会を作る。 

〇未来ドリルを活用して、復習にあたらせる。 

７年 
〇身近で簡単な語句や表現を用いて、自分のことを話したり書

いたりする活動を通して、語句や文構造を覚えることが必要。 

８年 
〇授業では帯活動を設けて毎日既習事項を反復する。また、自

宅学習のための個別で進度を選べる課題を行う。 
９年 

〇授業内で週に 1度は長文読解の問題に取り組む時間を設け、 

時間を区切った中で、正解数を増やす練習をしていく。 

 

 

５ 次年度の数値目標 

６年 
〇校内平均値が区の平均値に近づけるようにする。 

７年 
〇「自分のことについて簡単な語句や基本的な表現を用いて書

くこと」について、正答率８０％以上を目指す。 

８年 
〇語法に関する問題、場面に応じた英作文について目標値を目

指す。 
９年 

〇長文の読み取りの数値が目標値と同程度、または+１ポイント

としたい。 
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